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四
身

説）

を

合
本
合
迹
・

開

本
開
迹
・

開
本
合
迹
・

開
迹
合
本
の

四

種
類

に

ま
と

め
、

そ
の

う
ち

『

摂
大

乗
論
』

に

つ

い

て

は

開
迹
合
本
と

す
る

。

た

だ
、

吉

蔵
は
同
じ

く

世
親
の

釈
と
な
る

『

法
華
論
』

・
『

十
地

経
論』

を

開
本
合
迹
と

し
て

お

り
、

両
者
を
会

通
し
て
、

応
身
に

「

亦
自
亦
化
他
」

の

徳
を

持
た

せ

て

い

る
。

吉
蔵
の

こ

の

よ

う
な

理
解
は
、

吉

蔵
の

仏
身
論

に

お

い

て

特
徴
的
と

さ
れ

る

応
身
を
二

つ

に

分
け

る

内
応
・

外

応
の

考
え

に

繋
が

る
と

考
え
ら

れ

る
。

内
応
と

は

仏
性
が

顕
わ
れ

た

も
の

（
如
如

境
・

自

照
）

で

あ
り、

法
身
と

相
応
し
た

も
の

で

あ
る

。

ま
た
、

外
応
と

は

菩
薩
を

教
化
す
る

も
の

（
如
如
智
・

覚
他）

で

あ
る

。

　

吉
蔵
の

理

解
し

た
法
身
と
は

ど

の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た
か

。

吉

蔵
は

法
身
を

性
空、

寂
滅、

実

相
の

異
名
と

し

て

考
え
て

お

り
、

実
相
に

つ

い

て

は
「

故

知
。

假
名
宛
然

而
即

是
實
相
也

。

」

（
→
昏

卜。−

お

曾）

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の

吉

蔵
に

と

っ

て

の

実

相
と

は

仮
名
を
通
じ
た
も
の

で

あ
り

、

仮
名
を

超
越
し
た

何
物
か

な
の

で

は

な
い

。

も

し
応
身
に

法
身
と

し
て

の

意

義
を

持
た

せ

る
と

応
身
は

本
身
に

し
て

迹

身
で

も
あ
る
と

い

う
こ

と
に

な
る

が
、

こ

の

本
・

迹
に

つ

い

て

は、

「

若

離
陰
有
佛
人

法
則
竝

便
不
相

成
。

本
迹
亦
爾

。

」

（
→

齢
藁
と
げ
）

と

述
べ

、

ま

た

僧
肇
の

「

本
迹

雖
殊

。

不
思
議
一

。

」

・
「

豈

近
捨
丈
六

。

遠

求
法
身
者
哉

。

」

と

い

う

言
葉
を

引
用

し

（
日．
G 。

メ

霸
巴
、

本
身
と

迹

身
は

別
次
元
に

存

在
す
る

よ

う
な

も
の

で

は

な
く、

迹

身
の

は

た

ら
き
の

中
に

顕
わ
れ
る
も
の

な
の

で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
、

ま
た、

衆
生
は

法
身
と

は

「

百
非
を
超
え

四
句
を
絶
す
」

も
の

だ
と

聞
い

て

法
身
と

衆
生
と

が
隔

絶
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

と

の

考
え
を

起

こ

し

て

し

ま

う
が
、

そ

う
で

は

な
い

の

だ

と

説
き、

「

因
縁
即
寂

滅

性
。

寂
滅
性
則
施
四

句
超

百
非

。

故
如

來
品
以
寂
滅
爲
法

身
。

又
只
丈
六

即
是

法

身
。

（
略
）

。

涅
槃
云

。

吾
今
此

身
即
是

法
身
也

。

」

（

→

轟
H

課
げ）

と

説
明
す
る

。

こ

の

わ

が

身
が

そ

の

ま

ま

法
身
な

の

だ
と

言
う
の

で

あ
る。

そ

れ
は
つ

ま

り

内
応
に

法

身
と

し

て

の

属

性
を

持
た

せ

て

い

る

の

で

あ

る
。

ま

た、

こ

の

よ
う
な

考
え

方
は

吉
蔵
の

独
創
と

い

う
よ

り

か

は
、

三

論
教
学
の

二

諦
の

理

解
に

基
づ
い

て

導
き

出
さ

れ

た

理
論
で

あ
ろ

う
と

考

え

ら

れ

る
。

　
最
後
に、

吉
蔵
の

『

摂

大
乗
論
』

の

引
用
に

つ

い

て

述
べ

る

と
、

平
井

俊

榮
博
士
に

よ

る

指
摘
の

通
り

吉
蔵
は

『

法

華
玄
論
」

に

お

い

て

仏
身
論

を

著
述

す
る

に

あ
た

っ

て
、

浄

影
寺
慧
遠
の

仏
身
論
を
超
克
す
る

た

め
、

慧
遠
が

見
て

い

な

か

っ

た

『

摂
大
乗

論
』

・
『

法
華
論
』

に

基

づ

き

な

が

ら

三

論
教

学
に

よ

っ

て

自
己
の

仏

身
論
を
理

論
立
て

た
。

そ
し

て
、

そ

の

後

摂
論

師
と

の

論
争
が

始
ま
る

と
、

摂

論
師
の

唱
え
る

法
身
の

理

論
は

超
越

的
な

も
の

を
立
て

て

し

ま
っ

て

い

る

仏

身
論
で

あ
る

と

し

て、

『

摂

大
乗

論
』

を

多
く

引
用
し

な
が

ら
、

そ
の

理
解
の

誤
り

で

あ
る
こ

と

を

指
摘
し

た
の

で

あ
る

。

『

十
地
経
』

に

お

け

る

第
九

地
の

位
置
に

つ

い

て

平

賀

由

美

子

　
『

十
地

経
』

の

十
地

説
を
概

観
す

る
と
、

ま

ず
初
地
の

冒
頭
に

お

い

て

諸
の

衆
生
た

ち

に

菩

提
へ

向
か

う
心
が

起
こ

る

と

し
、

発
菩
提
心
の

行
為

主

体
で

あ
る
諸
の

衆
生
た

ち

と

初
地
に

住
す
る
菩
薩
と

の

連
続
性
が
明
確

に

さ

れ

て

い

る
。

そ
し

て

順
次、

初
地
よ

り

布
施、

持

戒
、

忍
辱、

精

進、

禅
定、

智
慧
（
般
若）

を

各
地
に

お

い

て

修
め

、

い

わ

ゆ

る

六
波
羅

380（1472）
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蜜
の

菩
薩
行
が

第
六
地
に

お

い

て

完

成
さ

れ

第
七
地
に

入
る

と

説
く

。

そ

の

第
七
地
で

は

こ

れ
ら

の

六

波
羅
蜜
と

更
に

方
便、

願
、

力、

智
を

加
え

た

十
波
羅

蜜、

更
に

は
→

切
の

徳
目
が

刹
那
ご

と

に

完
成
さ

れ
る

と

い

う。

そ
の

理

由
と

し
て
、

初
地
よ

り
第
七
地
に

至
る

ま

で

に

菩

薩
が

実
現

し

た
智
慧
を

実
現
す
る

徳
目
は、

第
八
地
よ
り

始
め

て

完
全
な
究．
極
に

至

る

ま
で、

身

体
と

心
と

言
葉
の

働
き

を
し

な
い

（
無

功
用
）

状
態
に

お

い

て

実
現
さ

れ
る

と

す
る

。

つ

ま
り

は

第
八

地
以

降
で

は

「

無
功
用
な
る

状

態
」

で

前
七

地
を
は

じ

め
と
す
る
］

切
の

菩

薩
行
の

徳
目
が

完
成
さ

れ
る

と

理
解
さ
れ
る

が、

そ

れ
は

如
何
な

る

こ

と

な
の

か、

本
発
表
で

は

特
に

第
九
地
を

中
心
に

検
討
し
た

。

　

第
七
地
に

菩
薩
は

「

善
弁

決
択
三

昧
」

に

入
り、

そ

の

智
慧
と
方

便
と

に

よ
っ

て

浄
め

ら

れ
た

三

昧
を

得、

大
悲
の

カ
に

よ
っ

て

声
聞、

縁
覚
の

地

を
超
え、

無
生

法
忍

を
目
の

あ
た

り
に

す
る

と

い

う
。

そ

し

て

第
八

地

に

至
っ

て

菩

薩
は

そ

の

無
生
法
忍
を

具
足
す
る
。

そ
の

際
、

菩
薩
は

諸
仏

世
尊
た
ち

か

ら
ま
だ

菩
薩
に

は

な
い
、

諸
如
来
た
ち
の

も
つ

十
力
・

四

無

畏
・

不
共
仏

法
の

成
就
を
求
め
、

精
進
に

励
む

よ
う
に

と

諭
さ

れ
る。

そ

れ

は
「

法
忍
」

に

安
住
す

る
こ

と
な

く
、

更
な
る

階
梯
へ

と

向
か

う

よ

う
、

如
来
か

ら

菩
薩
に

対
す
る

衆
生

救
済
へ

の

促
し
で

あ
り

、

ま

た

そ
れ

は

菩
薩
自
身
の

も
つ

初
め

に

起
こ

し

た

誓
願

、

即
ち
「

法

界
の

よ

う
に

広

大
に

し
て、

虚
空

界
を

究
め

、

未
来
の

限
り
を

尽
く
し、

一

切
の

衆
生
界

を

救
済
す
る

」

を

根
底
と

す
る

。

　
そ

し
て

そ
の

誓
願
に

基
づ

い

て

第
八、

九
、

十
地
で

は、

菩

薩
を

行
為

主

体
と

す
る

加
持
が

な

さ

れ
る

こ

と

を

特
色
と

す
る

。

そ
の

菩

薩
は

第
八

地

の

冒
頭
に

「

如
来
の

加

持
が

よ

く

加
持
さ

れ

る

菩
薩
」

と

説
明
さ

れ

る
。

そ
の

如
来
の

加
持
と

は

十
方
の

仏
国
土
の

諸
如
来
た
ち
か

ら

菩
薩
に

な

さ
れ
る

加

持
で

あ
り、

ま
た

そ

れ

は
「

世
尊
の

も
つ

本
の

誓
願
な
る

加

持
」

に

根
拠
が

お

く
。

つ

ま
り

無
生

法
忍
を
得
た

菩
薩
は

釈
尊
に

連
な

る

諸
如
来
た
ち
の

も
つ

本
の

誓
願
に

基
づ

い

た
加
持
が

よ

く

加
持
さ

れ

た

菩

薩
と

な

り、

そ

の

無
功
用
な
る

境
界
か

ら

菩
薩
自
身
が

加
持
の

行
為
主

体

と

な

る

菩
薩
行
へ

と

移
行
す
る。

　

第
八

地
と

第
九
地
と

は

共
に

善
弁
決
択
な
る

三

昧
上
の

無
量
な
る

認
識

対

象
を

観
察
し

た

覚
慧
に

よ

っ

て、

菩
薩
は

衆
生
に

対
す
る
利
他
を
願
い

加

持
を
さ

れ
る

。

そ
の

う
ち

第
八
地
で

は

自
他
平
等
な
る

如

来
の

無
碍
智

を

得
て

、

自
己

の

身
体
に

誓
願
に

基
づ

い

た

加
持
を
し
て
一

切
の

世
界
を

建
立
し

、

そ

の

荘
厳
さ
れ
た

世
界
に

お

い

て

菩
薩
行
を
種
々

に

示
現
す

る

の

に

対
し、

第
九
地
で

は
そ

の

世
界
に

対
し
て

言
葉
に

よ

る

分
節
化
が

行

わ

れ、

個
々

そ

れ

ぞ

れ
の

存
在
が

菩
薩
の

説

法
を

通
じ

て

明
確
に

さ
れ

る
。

　

第
九
地
に

入
る

菩
薩
は

先
述
し
た

不
共
仏
法
等
を

修
め

、

さ

ら
に

「

大

悲
の

加

持
を

得
る

こ

と

を

放
棄
し
な
い
」

と

説
明
さ

れ

る
。

そ

れ
に

つ

い

て
『

十
地

経
論
』

で

は

「

衆
生
を

利
益
す
る

こ

と

を

捨
て

ず
し

て

大
涅
槃

を
示

現
す
る

は
、

大

悲
の

大
願
力
を

捨
て

ざ
る

こ

と

を

得
る
を

以
て

の

故
」

と

い

う
。

菩

薩
は

第
九
地
に

至
っ

て

説
法
者
と

し
て

の

弁
才
の

力
を

完
成
す
る

が、

そ

の

際
、

衆
生
の

心
や

煩
悩
等
を

細
や
か

に

観
察
し
、

諸

の

衆
生
た

ち
の

行
為
の

多
様
性
を
如
実
に

知
る

こ

と

が

説
か

れ
、

そ

れ
ぞ

れ

機
根
等
の

差
別
に

随
っ

て
、

あ
り
の

ま
ま
に

法
を
説
示
す

る
。

ま

た

四

無
碍
智
の

智
慧
を
実
現
し

大
い

な
る
説
法

者
と

な

り、

無
数
の

陀
羅
尼
を

得
て

如
来
の

面
前
に

お

い

て

た

だ

誓
願
の

み

に

よ

っ

て

法
門
の

光
明
を
受

け
と

る
。

そ

れ
を
ふ

ま
え
て

菩
薩
は
｝

切
の

三

千
大
千
世
界
に

遍
く

満
ち

て

法
座
に

坐
り
、

衆
生
の

意

楽
に

応
じ

た

法
の

説
示

、

即
ち

不
可
説
な
る

（1473）381
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法
門
の

説
示
に

至

る
の

で

あ
り、

加
持
は

こ

こ

で

な
さ

れ

る
。

説
示
の

方

法
も
鳥
Φ

鐙
望
o
鼠

だ

け
で

な

く
、

巴
ロ

倒
ロ
餌

図
節

二”
コ

贏
o
似

感
蜜
鋤
け

广

乱
嘗
画
O

甲

く
幾

二

と

多

様
と

な

る
。

以

上
の

無
功
用

な
る

菩
薩
に

よ

る

菩
薩
行
の

完

成
は

次
の

第
十
地
に

お

い

て

説
か

れ
る

が、

そ

れ
は

別
稿
に

譲
り
た
い

。

日

本
律
蔵
関
係
章
疏

に

み

ら

れ

る

　
　

朝
鮮
仏
教
認
識
に

つ

い

て

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

福

　
士

　
慈

　
稔

　
「

十
二

世

紀
末
ま

で

の

日

本
各

宗
の

新
羅
・

高
麗
仏

教
に

対
す

る

認
識

に

つ

い

て

の

研
究
」

の
一

環
と
し

て
、

十
四
世

紀
頃
ま
で

の

日

本
各
宗
の

戒
律
関
係
章
疏
に

引
用
さ

れ
る
新

羅
諸
師
名
及
び

新
羅
諸
師
章
疏
の

整
理

を

行
い

日

本
各
宗
の

新
羅
仏
教
認

識
を

窺
っ

て

み

た
。

対
象
資
料
は

大
正

新
修
大
蔵
経

・

目

本
大
蔵
経
・

大
日

本
仏
教
全

書
中
の

十
四
世

紀
頃
ま

で

の

日

本
各
宗
の

戒
律

関
係
章
疏
と
し、

本
研
究
が

主

研
究
の
】

環

研
究
で

あ
る

た
め

浄
土

宗
系
・

禅
宗
系、

ま
た
日

蓮
宗
等
の

鎌
倉
時
代
成
立
の

宗

派
は

対
象

外
と

し
た

。

法

相
宗
些

師
8
部、

律
宗
12
師
27
部

、

真
言

宗
2

師
2
部、

真
言
律
宗
4
師
8
部、

天
台

宗
8
師
12
部

、

華

厳
宗
工

師
7

部
、

不
明
1
師
1
部、

計
32
師
65
部
の

章
疏
を

整
理
し

た

結
果

、

各
宗
で

次
の

よ

う
な

新
羅
章
疏
を

引
用
し

て

い

る
こ

と

が

判
明
し
た

。

【

法

相
宗
】

元
嶢
（
典
拠
不
明
）

、

憬
興
（
典
拠

不
明
）

『

法
苑

義
林
記
』

、

道
證
（

典
拠
不

明
）

、

義
寂
『

菩
薩
戒
本
疏
』

、

太
賢
『

菩

薩
戒
本
宗
要
』

『

梵
網
経
古
迹

記
』

【

律
宗
】

円
測
「

解
深

密
経
疏
』

、
　一
兀

曉
『

苙
具

隆

戒
本
持
犯
要
記
』

　
2

　
『

迎
仂

伽
宗
要
』

『

梵

網
経

菩
薩
戒
本
私
記
』

『

中
辺

分
別
論
疏
』

『

起
信
論
疏
』

『

二

障

義
』

、

憬
興
『

観
無
量

寿
経

疏
』

『

踰

伽
論

抄
』

、

勝
莊
『

梵
網
経

菩
薩
戒
本
述
記
」

、

義
寂
『

菩
薩

戒
本
疏
』

5
、

遁
倫
『

瑜
伽
論
記
』

11
、

太
賢
『

梵
網
経
古
迹

記
』

8
『

菩
薩
戒
本
宗
要
』

6
『

起
信
論
内
義
略
探

記
』

『

大
浬

槃
経
述
記
』

『

成
唯
識
論
古
迹

記
』

【

真

言
宗
】

円
測
『

仁
王

般
若
経

疏
』

、

義
寂
『

菩
薩
戒

本
疏
』

、

太

賢

『

梵
網
経
古
迹

記
』

【

真
言
律

宗
】

円
測
〔
典

拠
不
明）

2
『

仁
王

経
疏』
、

元
曉
『

菩
薩

戒
本

持
犯
要
記
』

2
『

梵

網
経
菩
薩
戒
本
私
記
』

2
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
疏
』

2
『

遊
心
安
樂
道
』

、

憬
興
『

渥
槃
経
述

賛
』

〔
典

拠
不
明）

、

勝

莊
『

梵

網
経
菩
薩
戒
本
述
記』

2
、

義
寂
『

梵
網

戒

本
疏
』

4
『
菩
薩

戒
本
私

記
』

『

無
量

寿
経
述
記
』 、

遁
倫
『

瑜
伽
論
記
』

4、

太

賢
『

梵
網
経
古
迹

記
』

5
『

菩
薩
戒

本
宗
要
』

2
『

成
唯
識
論

古
迹

記
』

2
『

浬
槃
経

古
迹

記
』

、

不
可
思

議
『

大
毘

盧
遮
那
経
供

養
次
第
法
疏
』

【

天
台
宗
】

円

測
（
典
拠
不
明
）

2
、

元
曉
『

梵
網
戒
本
持
犯

要
記
』

2

『

梵

網
経
菩
薩
戒
本
私
記
』

、

憬
興
（
典
拠
不
明
）

、

勝
莊
『

梵
網
経
菩
薩

戒
本

述
記
』

、

義
寂
『

菩
薩
戒
本
疏
』

5、

太

賢
『

梵
綱
経
古
迹
記
』

4

『

菩
薩

戒
本
宗
要
』

【

華
厳
宗
】

元

曉
『

梵

網
経
菩

薩
戒

本
私

記
』

『

菩

薩
戒
本

持
犯
要

記
』

『

一

道
義
章
』

、

憬
興
『

瑜
伽
抄』

2
『

観
無
量
寿
経
疏』
、

勝
莊
（
典
拠

不
明）

『

梵
網
経
菩

薩
戒
本
述
記
』

、

義
寂
『

菩

薩
戒
本
疏
』

、

遁
倫
『

瑜

伽
論
記
』

4、

太
賢
『

菩

薩
戒
本
宗
要
」

『

梵
網
経
古
迹

記
』

4

　
更
に

日

本
各
宗
の

戒
律

関
係

章
疏
の

新
羅

諸
師

章
疏

引
用
整
理
か

ら、

各
宗
の

表
無
表
章
関
係
章
疏
及
び
四

分

律
関
係
章
疏
に

は

新
羅
諸
師
章
疏
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